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国際ロータリー第2540地区

ロータリー特別月間●11月 「ロータリー財団月間」



　鳥海山の中腹から上はすっかり白くなり、いよいよ冬の到来が間近となりました。ひと月前とは
打って変わり、寒さが身に沁みる日々ですが、皆さまにはご健勝でお過ごしのことと拝察しており
ます。
　さてクラブ公式訪問は10月10日の私が所属する本荘クラブで無事終了しました。各クラブでは
心のこもった歓迎をいただきありがとうございました。私の話は　緊張しながらのまとまりのない
ことばかりで、反省しております。それでも私としては、いつもとても楽しいクラブ訪問の旅でした。
皆さんの暖かいお心遣いに感謝申し上げます。どのクラブもロータリーを楽しんでよいことをして
いることに感動し、2540地区は大丈夫との思いを強くしました。しかし、更に前に進んでいくた
めには、仲間を増やし「よいこと」を続けて行きましょう。そのためにクラブの目標をみんなで話
し合って決め、３年間分を策定し、進捗状況を確認できるようマイロータリーに登録してください。
地区はクラブが孤立しないように、クラブサポートミーティング (Zoom) を開催して地区全体で支
援します。
10月19日はポリオデー協賛イベントとして秋田市でパレードを行いました。うす寒い日にもか
かわらず大勢の参加をいただきましたことに感謝申し上げます。10月25～26日は地区大会を由利
本荘市で開催しました。こちらも大勢の参加をいただきありがとうございました。設営と運営に尽
力された本荘クラブを始め協働ホストクラブの、本荘東、象潟、矢島、本荘南各クラブの皆さんの
労をねぎらい、感謝申し上げます。おかげさまでＲＩ会長代理菅原裕典様からはパーフェクトとの
お言葉をいただきました。しかし、残念なことに運営上　落ち度や不手際が幾つかあったと知りま
した。不快な思いやお怒りになられた方もいらっしゃったと聞き及んでいます。全ての責任はガバ
ナーである私にあります。本当に申し訳ありません。ご容赦いただけるものであれば、ご容赦くだ
さるよう何卒お願いいたします。
11月はロータリー財団月間です。地区ロータリアンの皆さんにはいつも財団への寄附をいただ
きありがとうございます。ご承知のように、ロータリー財団は「よいこと」をするためのエネルギ
ー補給基地として寄附を募っています。世界の子どもたちと約束した「ポリオ根絶」のため最後の、
しかし困難な闘いに力を注いでいます。戦争や地域紛争で常に犠牲になるのは、子どもたちと女性、
そして力の弱い人たちです。ロータリーには大きな夢があります。平和の構築と紛争の予防です。
その目的のため、世界で７つの大学にロータリー平和フェローを養成するための大学院修士課程を
開講しています。年度内にもう１校開設予定と聞いています。それにかかる費用は全てロータリー
財団が賄っています。またクラブが地域で行う「よいこと」に必要な資金は地区補助金が、国を跨
いでロータリー財団が提唱する７つの重点項目に適う事業にはグローバル補助金が、それぞれ審査
を経てクラブに支給されます。「よいことのために手を取り合おう」　手を取り合うための実際行動
の大きなひとつが財団への寄附です。今月はロータリー財団月間ですが、今月だけではなく常に、
心にロータリー財団のことを覚えていただきたいと思います。
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国際ロータリー第2540地区
2025-2026年度ガバナー

桑山   明久
（本荘ロータリークラブ）
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　2025年11月1日（土）９時30分から秋田テルサにて、「RLI ラーニング・セミナー PARTⅡファシリ

テーター養成研修」を10名が参加して開催しました。

　RLIラーニング・セミナー PARTⅡは11月16日 (日)に開催されるので、当日のスムーズな進行を行

なうべく研修しました。

　始めに、PARTⅠの進行についての反省点を確認し合い、PARTⅡ各セッションの担当者選任と全セ

ッションの模擬進行を行なって、改善点を意見交換しながら PARTⅡ当日に向けた各セッションの注

意すべきポイントを確認しました。

　次回のPARTⅢ ファシリテーター養成研修は、来年 2月4日(土)に秋田テルサを会場に開催します。

RLIラーニング・セミナーPARTⅡ
ファシリテーター養成研修　報告書

RLI 委員長　桑　原　　　透（秋田RC）
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　・入会歴が浅い方にロータリーの素晴らしさを知ってもらう為、RLIの良さを知らせたい。

　・様々なRCの運営を聞くことが出来る。

　・調べなければ人に教えることは出来ないが、わからない部分がRLIでわかる。

　・ロータリーについて新たな気づきがある。

　・ロータリー活動する上で楽しみが増えると思うので参加を勧めたい。　９月の PARTⅠに引き続き、11月16日(日)９時20分から秋田テルサにて RLI ラーニング・セミナー

PARTⅡを24名が参加して開催しました。

　12名のファシリテーターと共に、セッション１～６を各セッション50分間の６時限にわたって受講し、

無事全員がPARTⅡを修了出来ました。

　開会式では、桑山明久ガバナーの挨拶と、

委員会から当日の流れの説明を行なった後

で、５会場に分かれて各セッションを受講し、

各人が積極的に意見交換しながらロータリー

について気づきを得る機会となり、併せて他

クラブの会員と良い交流が出来たと思います。

　ご参加くださった皆様には丸一日の受講で

お疲れのことと存じますが、充実して楽しか

ったとのお答えをいただき安堵しています。

　RLI を受講することで、今のロータリーを

知るクラブ会員が増え、自分たちのクラブをより明るく楽しく活性化しながら個性溢れる強いクラブづ

くりが出来ますから、クラブ会長の皆様には多くのクラブ会員に RLI ラーニング・セミナーの受講をご

推奨くださるよう、お力添えをお願いします。

　次回のPARTⅢは、2026年３月15日(日)に開催します。

　また、2/14にはファシリテーター養成研修を行なってPARTⅢへの準備を万全に整えます。

【RLIラーニング・セミナーPARTⅡを受講した皆様からのご感想】

　・会員増強のアイディアを得ることが出来た。

　・自クラブに活用したい。

　・ロータリー活動が楽しく運営できるような話し合いが出来た。

　・全てのセッションを楽しめた。

　・他クラブ会員の意見を聞くことでいろいろな考え方、価値観を有することが出来た。

　・RCをより知ることが出来ること、他クラブ会員と交流できることは有意義だ。

　・自分のクラブのプラスとマイナス面が理解でき、今後のクラブ運営の参考になった。

　・ロータリーへの理解が深まった。新入会員に対して出席を勧めている。

　・クラブ運営に対する知識がいろいろな面で参考になった。

　・ベテラン会員でもRLIで再度学び直すことで進化していく考え方も修得できると思う。

RLIラーニング・セミナーPARTⅡ　開催報告書
RLI 委員長　桑　原　　　透（秋田RC）
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隊の演奏に周囲を通行されている人々の注目を浴びたと感じま

す。

　午後はＡＢＳ本社１階で秋田赤十字病院検診部・予防接種セ

ンター長の遠田耕平先生、第2770地区パストガバナー・越谷北

ロータリークラブの小林操先生からのポリオについて貴重なお話

をお聞かせいただきました。ポリオ根絶まで確かにもう少しなの

だけれども、この少しのところで停滞している状況。ロータリー

は根絶を約束したことを途中で諦めることはできない。今この約

束を果たすために最も簡単に我々にできることは、寄付をするこ

とと理解しました。

　因みに今日集まったポリオプラス募金額は￥ 91,944 となりま

した。

　最後に本日のポリオデーイベント開催にご協力、ご支援を頂き

ました皆様に心より御礼申し上げます。

委員会活動報告

　10月19日（日）いよいよポリオデーイベント開催当日を

迎えました。集合場所の秋田駅前アゴラ広場は肌寒い気

温ではありましたが前夜の雨も上がり、設営も順調に進

みました。

　９時30分には、会場にかなりのロータリアンが集まり、

所々でクラブごと、地域ごとに談笑しながら友情を深める

光景が展開されました。

　当2540地区では昨年度初めて地区合同でポリオデーイ

ベントを行いました。参加者全員が「END POLIO 

NOW」というロゴ入りの赤いＴシャツを着用し、アゴラ

広場を起点に広小路、仲小路経由でアゴラ広場へ戻ると

いう経路でパレードを行い、ロータリーのポリオ根絶を目

指す活動を喧伝し、活動を支える寄付を集めるというイベ

ントとなりました。

　今年度も基本的にパレードは昨年同様、ポリオ根絶活動を訴求する目的ですが、異なる点は、さら

に華やかに、そして注目を集めるために音楽隊に先導してもらったらというアイデアを頂き、ロータリー

の様々なつながりを活用して、秋田県警察音楽隊にご協力をお願いすることとなりました。

　県警察音楽隊約30名の隊員はアゴラ広場に到着後、整然と隊列を組み、休めの姿勢で開会式まで

待機されていたのに感動し、ま

た恐縮致しました。音楽隊によ

るファンファーレで少し会場が沸

いた後、桑山ガバナーのご挨拶

でイベントの幕開けとなりまし

た。

　パレードは秋田中央警察署か

ら随伴のパトカー、誘導の警察

官を派遣頂き、無事にタイムスケ

ジュールどおり11時少し前に無

事にアゴラ広場に帰着することが

できました。思惑通り警察音楽

公共イメージ委員会　　　
岡　本　啓　一
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光景が展開されました。

　当2540地区では昨年度初めて地区合同でポリオデーイ

ベントを行いました。参加者全員が「END POLIO 

NOW」というロゴ入りの赤いＴシャツを着用し、アゴラ

広場を起点に広小路、仲小路経由でアゴラ広場へ戻ると

いう経路でパレードを行い、ロータリーのポリオ根絶を目

指す活動を喧伝し、活動を支える寄付を集めるというイベ

ントとなりました。

　今年度も基本的にパレードは昨年同様、ポリオ根絶活動を訴求する目的ですが、異なる点は、さら
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の様々なつながりを活用して、秋田県警察音楽隊にご協力をお願いすることとなりました。
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地区大会報告

　10月25日（土）26日（日）、2025-26年度地区大会を由利本

荘市文化交流館カダーレ・ホテルアイリスにおいて、RI 会長代

理　菅原裕典様ご夫妻をお迎えし開催しました。

　25日には各種委員会、会長・幹事・ガバナー補佐・地区委

員会合同会議がホテルアイリスにて行われました。地区セミナ

ーでは講師としてロータリー平和フェロー　金子由佳様をお迎

えし、テーマは「ガザから考える世界平和」で、これまで100

回近くガザを訪問されており、金子様ならではの真のガザの実

情をお話ししていただきました。

　26日の本会議では、由利本荘市文化交流館カダーレで行わ

れ、RI 会長代理菅原裕典様より国際ロータリーの現況報告で、

今後５年間の活動方針などの貴重なご教示をいただきました。

各種表彰、各委員会報告等が予定通り行われ、恙無く本会議

は終了することができました。

　本会議終了後、アコーディオン奏者桑山哲也様の記念演奏

が行われ、奥様の藤田朋子様の唄と共に、素晴らしい音楽を

奏でていただきました。

　その後、会場をホテルアイリスに移動して、懇親会が盛大に

行われました。

　大会運営につきましては、ご出席いただいた皆様に色々な点

で行き届かない点が数々あった事と思いますが、何卒お許し願

いたいと思います。皆様のご協力に心より感謝申し上げます。

ありがとうございました。

RI会長代理あいさつ

RI会長代理夫妻紹介

奥山氏あいさつ開会前

ガバナーあいさつ
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大越氏あいさつ

佐藤和志氏による乾杯

平和センターの金子由佳氏による講話

大館ロータリークラブ創立70周年の紹介

左よりガバナー夫妻、演奏者桑山夫妻、RI会長代理夫妻

円卓を囲んで

25日の決議 出席者のみなさま
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RI会長代理あいさつ

由利本荘市長あいさつ マリアマさんあいさつ桑山ガバナーと菅原RI会長代理

RI会長代理夫妻紹介

アコーディオン奏者桑山哲也氏の記念演奏

会場の雰囲気

次年度大会会場大館の紹介

藤田朋子氏による唄の披露
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　インターアクト年次大会、ポリオデー、地区大会を通して、279,472円の寄付金が集まり、ロータリー

日本財団へ寄付いたしました。

　また、地区大会ではガザ地区への支援金として117,976円が集まり、平和フェロー金子由佳様より

「セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン」ガザ指定でご寄付いただきましたことを、あわせてご報告いたします。

皆様の温かいご支援のお心のおかげです。誠にありがとうございました。

国際ロータリー第2540地区　2025-26年度
ガバナー　桑　山　明　久

公共イメージ委員長　岡　本　啓　一
ロータリー財団ポリオプラス委員長　渡　部　栄　太

地区幹事　小　林　和　晴

ポリオプラス寄付およびガザ支援金寄付のご報告
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　2026年１月に米国フロリダ州オーランドで開催される国際協議会に先駆け、ガバナーエレクト壮行

会を下記のとおり開催いたします。

　ご多忙中とは存じますが、万障お繰り合わせの上、皆様ご出席くださいますよう宜しくお願い申し上

げます。

記

　　◆　登録方法・申込期限

　　　　別紙「登録申込書」に必要事項をご記入のうえ、ガバナー事務所までご提出いただきますよ

　　　　うお願いいたします。

お申し込み先：ガバナー事務所

FAX：0184-74-9425 / E-ｍail：rid2540g25.6@gmail.com

ガバナーエレクト 国際協議会壮行会のご案内

2025年 12月 6日（土）16: 20~

※登録受付：16:00~

※同日 15:30~16: 20 ロータリー財団資金管理セミナーがあります

日　　　時

本荘グランドホテル 〒015-0834 秋田県由利本荘市岩渕下２５４

　　　　　　　　　　TEL：0184-23-4545

会　　　場

本荘グランドホテルでの宿泊をご希望の方は、当方で予約いたします。

チェックインやご精算は本人払いでお願いいたします。

https://grandhgh.ehoh.net/public_html/guestroom.html#spb-image-1

宿　　　泊

バナー夫妻、ガバナーエレクト夫妻、パストガバナー夫妻、

ガバナーノミニー夫妻、現・次期ガバナー補佐、次期地区委員長、

クラブ会長エレクト・クラブ次期幹事、地区幹事等ガバナー事務所関係者、

ガバナーエレクト事務所関係者

出席対象者

お一人様　10,000 円懇 親 会 費

登録期限：11月24日（月）
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　　日　時　　　2025年８月20日（水）　18：30～
　　大館ＲＣ　　会長　緑川　正樹　　幹事　八木橋秀一
　　大館北ＲＣ　会長　吉田　順子　　幹事　西村　晃也
　　大館南ＲＣ　会長　吉川　　聡　　幹事　川井　祐介

　ガバナー桑山明久様、北区（大館・鹿角分区）ガバナー補佐　藤盛公之様をお迎えし、８月20日（水）
北秋くらぶに於いて、15：00 より会長幹事面接を各 RC、１
時間ずつ行いました。面接では、「公式訪問事前アンケート」
と「活動計画と状況報告」に基づき感想を頂きました。
　18：30 からの公式訪問例会で桑山ガバナーの講評を頂き、
また、桑山ガバナーは地区活動のRLI（ロータリーリーダーシッ
プ研究会）・ICC 活動、会員増強などのお話をされ、地区大
会のPR し、再会のお願いをされました。
　例会後、ガバナー歓迎会を開催し、会員は桑山ガバナーと
交流を深めることが出来ました。
桑山ガバナーのご来訪に感謝申
し上げ、ガバナーの呼びかけ「 
ロータリーを学ぼう」と「地区目
標・方策」を基に努力してまいり
ます。

大館・大館北・大館南　3ロータリークラブ 8月20日（水）

大館ロータリークラブ　　
　会長　緑　川　正　樹

ガバナー公式訪問報告書

※事務局の確認漏れにより掲載が
　大変遅くなってしまいました。
　申し訳ありません。
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　　日時　2025年９月12日（金）11時10分から会長幹事面談
　　　　　12時30分から例会
　　会場　ポートタワーセリオン
　　桑山明久ガバナー公式訪問同行の皆様
　　木元愼一中区秋田分区ガバナー補佐
　　本荘ロータリークラブ　伊藤会員

　雲１つない秋晴れの９月12日、桑山明久ガバナーの公式訪問でした。11時30分からの面談では会
場のポートタワーセリオンから秋田港が光って見える景色を背景に桑山ガバナーは、優しい物腰でお話
しをされ、当クラブの奉仕活動についてお褒めの言葉をかけていただきました。社会奉仕活動における
「社会奉仕賞」及び青少年奉仕活動における「地域三高校の生徒への奨学金」には感銘を受けたとの
お話でした。特に「高校生への奨学金」ついては、他のクラブに例を見ないすばらしい取り組みだとお
話しいただきました。
　例会では地区大会について、特に記念演奏についてお話をされました。演奏者の桑山哲也氏は素晴
らしいアコーディオン奏者であること、そして自分の従兄弟であることなどを語られ、多数の参加を募

られました。会員増強についてはクラブの細則の
見直しなども方法もあるものの、入会を勧めるに
は何よりロータリーの楽しさを伝えたほうが良いと
話されました。ガバナーご自身がロータリーに入
会して良かったとしみじみ話され、お忙しいであろ
うガバナーのお仕事も充実されているようでした。
笑顔で記念写真に納まって頂いた後、「これから
往診があるので・・・」とフットワークも軽くお帰
りになられました。ガバナーの人柄にも触れ、今

後もクラブ向上のために努力して行こうと思える公式訪問となりました。桑山ガバナーをはじめ木元愼
一ガバナー補佐、本荘ロータリークラブ伊藤幸雄様ご来訪ありがとうございました。

秋田港ロータリークラブ 9月12日（金）

秋田港ロータリークラブ　　
　会長　菅　谷　　　浩
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面談時間　　11：00～12：00
面 談 者　　桑山明久ガバナー、藤盛公之北区ガバナー補佐
　　　　　　鷹巣 RC：会長　佐藤秀樹、幹事　黒澤芳彦
面談内容　　鷹巣ロータリークラブの現状報告、及び問題点など下記の通り
　　　　　　報告した。
　　　　　・会員数が７名に減少しており、歯止めがかからない状況にある。
　　　　　　候補者をピックアップして入会案内をしているが、職場環境や
　　　　　　家庭の事情で断られることがほとんどである。
　　　　　・現在、女性会員が１名であり、例会への出席
　　　　　　もしづらい状況となっているため、何とか女
　　　　　　性会員増も実現したい。
　　　　　・20年前にはネパール支援の活動を実施してい
　　　　　　たが、現在はその活動も停止している。
　　　　　・継続して実施している奉仕活動としては、交
　　　　　　通安全器具備品の寄贈、及びもろびこども園
　　　　　　への寄付活動などを行っている。

　桑山ガバナーより、当クラブの報告を聞いたうえで、以下のようなアドバイスがあった。
・会員数が多いに越したことはないが、７名という少人数でもロータリーの基本的な価値観を持ち
　活動してもらえれば何も引け目を感じることはない。鷹巣ロータリーのメンバーだけでは活動し
　にくければ、隣の大舘のクラブと合同で活動しても良い。
・ロータリーの根幹は、友情と信頼である。楽しくなければロータリーではないので、とにかく楽
　しいと思える雰囲気造りが大切である。
・ロータリーへの入会を勧めるには、奉仕活動という言葉を前面に出すより、親睦と友情で皆が仲
　良く楽しいクラブであり、ついでに周りに人も喜ばせる会である、というイメージで勧誘してみ
　てはどうか。
・鷹巣には内陸線があるので、お座敷
　列車での親睦会など企画したら、桑
　山ガバナーも参加したい。とにかく
　楽しいと思える会にしましょう。

鷹巣ロータリークラブ 9月18日（木）

鷹巣ロータリークラブ　　　　　　　　　　
　　会長　佐藤　秀樹　　幹事　黒澤　芳彦



16

　去る10／２（木）、桑山ガバナーをお迎えし、ガバナー公式訪問を開催しました。公式訪問での
ご指導・ご鞭撻ありがとうございました。
　当クラブは消失、合併の瀬戸際にあり、少数（５名）精鋭？で頑張っておるところです。ガバナ
ーの講話で、先ずはロータリーの歴史の中で積み上げられてきた中心的価値観、即ち友情と信頼、
親睦、超我の奉仕の言葉で括られる五大奉仕の推進･･･の内からクラブの有るべき姿を教えられま
した。
　クラブは先ず友情と信頼に基づく、楽しいところで有るべきだとの事で、周りの人々に、このよ
うな楽しいところが在るんだよと宣伝していく事が会員拡大に繫がるとの事。多数回クラブ会長を
経験してきた身としては、かなり反省させられる事でした。今年度の活動に是非生かして頑張りた
い所存です。
　次にクラブの奉仕活動は新鮮味のある事項を考える時期に来ているのですが、なかなか前進でき
ていません。せめて、米山奨学金、ポリオ根絶寄附、ＲＬＩ研修参加等、可及的に会員一同頑張り
たいと思っております。

本荘南ロータリークラブ 10月2日（木）

本荘南ロータリークラブ　
　　会長　清　水　世　紀

よいことのために
手を取り合おう

GOVERNOR’S MONTHLY LETTERガバナー公式訪問報告書
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　　日時：2025年10月7日（火）　会長、幹事面談：11:30 ～　例会：12:30 ～
　　会場：秋田キャッスルホテル

　10月７日（火）、秋田キャッスルホテルにて、国際ロータリー第２５４０地区桑山ガバナー、木
元ガバナー補佐をお迎えしてのガバナー公式訪問例会が開催されました。
　例会に先立ち会長幹事面談において、クラブの事業計画や会員増強状況を説明し、桑山ガバナー
から会員増強はなんとしても頑張っていただきたいとのお言葉を頂戴した他、ポリオワクチン寄付
としてのペットボトルキャップ収集事業や青少年交換プログラムについて、ロータリーらしい活動

であると高い評価とお褒め
の言葉をいただきました。
　その後、例会に出席いた
だき、当クラブ会員に対し
ＲＩ方針、地区方針等につ
いてご講話いただきまし
た。参加した会員が会員増
強の大切さ等を深く再確認
し、気づきの多い充実した
例会となりました。

秋田北ロータリークラブ 10月7日（火）
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　私が「ペイ・フォワード」という言葉を知ったのは、105歳で亡くなった医師の日野原重明さ

んの著書「いのちの使いかた」のなかに、綴られていたからです。ペイ・フォワードとは、誰か

に親切にされたご恩を直接その人に返す「恩返し」でなく、全く別の人に返すことを日本語で

は「恩送り」、英語では「ペイ・フォワード」と言うそうです。

　私がガバナーを拝命した年度は、東日本大震災が発生し、その対応に追われながらも当地区

の会員数が1,200名に達していない地区はどこかの地区と合併するようにと指導が入る、という

状況でした。会員増強はままならない状況下、岩手・宮城への震災支援として義援金の募集、

ボランティアの情報提供や支援物資の輸送など多くの活動をして頂きました。そんな中ボラン

ティアとして被災地に足を運び、災害復旧にお手伝いする人達の姿がありました。実は、阪神

淡路大震災の時に支援をもらった人達が、今度は東日本大震災の復旧支援に駆けた人もいた、

と聞きました。

　被災された時の支援に対し、今度は自分達が恩送りをする。ペイ・フォワードとは受けた親

切を、別の誰かに贈ることで、善意が連鎖的に広がっていく。これはロータリーの活動にも通

じるのではないか、と私は考えるようになりました。

　今こうして自分がどうにか商売ができ、ここで生活ができている。それは多くの人達からの支

えがあればこそ成り立っているのだと。このご恩を返すには、ロータリー活動こそが最善のそし

て最も有効な方法ではないかと思っています。

　つまりロータリーの神髄である『奉仕の理想』を実践することは、ペイ・フォワードの行為

そのものではないかと思います。世のため人のためになる善意の連鎖を広げるには、仲間は多

いほどいいと思います。是非ご一緒に多くの仲間を誘い、楽しいロータリー活動を実践しよう

ではありませんか。

2011～2012年度ガバナー　塩　谷　國太郎

ペイ・フォワードって
　　　　知っていますか

パストガバナーメッセージ

所属RC
花　　　輪
鷹　　　巣
十和田秋田
五　城　目
潟　　　上
秋　田　南
秋　田　西

合計発行数
4 
1 
1 
3 
5 
4 
1 

所属RC
大　曲　南
大 曲 中 央
大 曲 仙 北
湯　　　沢
横　手　南

合計発行数
5 
3 
2 
4 
2  

週報・会報クラブ発行状況
10月（11/19現在）

●週報・会報を発行されましたら、ガバナー事
　務所までお知らせください。
●ＨＰに掲載するとともに、折につけてガバナ
　ー月信に抜粋して掲載させていただきます。
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District 2540

国際ロータリー第2540地区
2025-26年度  ガバナー

ガバナー事務所
〒015-0821  秋田県由利本荘市肴町15
料亭 一よし内
TEL 0184-74-9424  FAX 0184-74-9425
E-mail:rid2540g25.6@gmail.com

桑山　明久

大　　　館
花　　　輪
鷹　　　巣
大　館　北
十和田秋田
大　館　南
大 館 中 央
能　　　代
男　　　鹿
二　ツ　井
五　城　目
潟　　　上
男　鹿　北
山　　　本
能 代 白 神
秋　　　田
秋　田　東
秋　田　港
秋　田　北
秋　田　南
秋 田 中 央
秋　田　西
本　　　荘
矢　　　島
象　　　潟
本　荘　東
本　荘　南
大　　　曲
角　　　館
大　曲　南
大 曲 中 央
田　沢　湖
大 曲 仙 北
湯　　　沢
横　　　手
横　手　南
西 馬 音 内
湯　沢　南
稲　　　川
横　手　東

35
20
7
14
27
31
15
47
8
5
12
28
10
12
14
112
83
41
53
42
41
21
36
7
9
20
6
53
13
15
11
20
12
70
53
69
15
21
15
12

1,135

37
20
7
15
26
31
15
53
9
5
12
28
10
12
14
113
83
40
56
41
41
22
35
8
9
19
6
53
14
15
11
20
12
70
51
69
11
21
15
13

1,142

0
0
0
1
1
1
0
1

0
0

1
0
3
2
0
1
0
0
2

0
0
0
0
2
1
0
0
1
1
4

0
1
0
23

2
0
0
1
-1
0
0
6
2
0
0
0
0
0
0
1
0
-1
3
-1
0
1
-1
1
0
-1
0
0
1
0
0
0
0
0
-2
0
-4
0
0
1
8

2
0
1
3
1
0
1
9
3

0
0
0
0
6
5
4
8
4
3
5
0
1
1
1
3
2
4
3
2
6
1
6
2
2
0

1
3
0
93合　　　計

大
館
・
鹿
角北

　
　
　
　
　区

中

　
　
　
　
　区

南

　
　
　
　
　区

能
代
・
男
鹿

秋

　
　
　田

本
荘
・
由
利

大
曲
・
仙
北

横
手
・
湯
沢

分区 クラブ名
会　　員　　数 増減

2025年
7月1日(A)

2025年
9月末(B)

うち
女性

うち
40歳未満

増減数
(B)-(A)

2025年9月会員数の増減

①　未提出のクラブ（黄色マーカー）はマイロータリー参照
②　40歳未満の会員数は未記入のクラブが多いため回答があったクラブのみの集計


